
乳幼児医療費助成の拡充を求める陳情書

家庭ごみ有料化に反対の陳情書

北朝鮮による核ミサイルと拉致問題の解決を求める意見書

消費税の大増税に反対する意見書

後期高齢者医療制度の廃止を求める意見書
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緑
の
会

社
民
党

公
明
党

流
政
会

民
主
・

市
民
ク
ラ
ブ

日　

本

共
産
党

議案・意見書

　

市
長
が
６
月
に
公
表
し
た
ご

み
処
理
有
料
化
。
ご
み
袋
『
１

枚
目
か
ら
最
大
40
リ
ッ
ト
ル
80

円
』
と
、
県
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
す
。
し
か
も
、
可
燃
ご
み

だ
け
で
な
く
資
源
ご
み
の
袋
も

有
料
に
。
「
資
源
化

に
努
力
し
て
も
負
担

が
増
え
る
な
ん
て
と

ん
で
も
な
い
」
と
の

怒
り
は
当
然
で
す
。

ま
だ
ま
だ
出
来
る

分
別
・
資
源
化

　

ご
み
を
減
ら
す
に

は
、
本
当
に
有
料
化

し
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
燃

や
し
て
い
る
ご
み
の
中
に
は
、

本
来
資
源
と
な
る
紙
類
が
37
％
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
17
％
含
ま
れ

て
お
り
、
ま
ず
こ
の
資
源
化
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
生
ご
み
の
た
い
肥
化

や
マ
イ
バ
ッ
ク
の
推
奨
、
レ
ジ

袋
ノ
ー
デ
ー
の
働
き
か
け
な
ど
、

ま
だ
や
る
べ
き
こ
と
は
あ
る
は

ず
で
す
。

決
め
る
の
は
市
民
の
声

　

市
は
９
月
議
会
に
は
決
定
し

た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

世
論
と
運
動
を
広
げ
て
、
有

料
化
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

■ すべてのごみを有料化する
（有害・危険ごみ、自治会等の資源回収は除く）

■ ごみ袋を指定し、市内の小売店で販売
　　可燃・不燃ごみ袋
　　　　　　　　40リットル　1枚８０円

　　資源ごみ袋　40リットル　1枚４０円

■ 県内の他市と比べると（2006年度）
　最高　茂原市　　大1枚６５円
　最低　袖ケ浦市　大1枚１６円
　近隣では
　　柏市　　　指定袋だが有料化せず
　　野田市　　年130枚無料配布
　　我孫子市　有料化せず
　　松戸市　　有料化せず　
　　八千代市　大1枚２４円

　

７
月
か
ら
、
ガ
ソ
リ
ン
、
電

気
・
ガ
ス
、
食
品
な
ど
が
い
っ

せ
い
に
値
上
げ
…
年
間
６
万
円

も
の
負
担
増
と
民
間
調
査
機
関

が
予
想
し
て
い
ま
す
。
年
々
、

収
入
が
減
り
続
け
る
中
で
、
ど

う
や
っ
て
暮
ら
し
を
守
れ
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
が

世
界
を
揺
る
が
す

　

急
激
な
物
価
上
昇
の
き
っ
か

け
は
、
原
油
価
格
と
穀
物
価
格

の
高
騰
。
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題

で
行
き
場
を
失
っ
た
投
機
マ
ネ

ー
が
集
中
・
過
熱
し
て
い
る
た

め
で
す
。
世
界
的
に
食
糧
危
機

が
心
配
さ
れ
て
お
り
、
人
命
よ

り
も
儲
け
を
優
先
さ
せ
る
「
市

場
の
暴
走
」
に
厳
し
い
批
判
が

ま
き
お
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
派
遣
労
働
の
拡
大
が
、

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
な
ど
新
た

な
貧
困
を
生
み
出
し
、
80
年
前

の
労
働
者
の
闘
い
を
描
い
た
小

林
多
喜
二
の
「
蟹
工
船
」
が
ブ

ー
ム
に
…
。

　

地
球
温
暖
化
、
投
機
マ
ネ
ー

の
規
制
や
働
く
ル
ー
ル
の
破
壊

な
ど
、
新
自
由
主
義
の
害
悪
が

明
ら
か
と
な
り
、
「
資
本
主
義

の
限
界
」
と
ま
で
議
論
さ
れ
て

い
ま
す
。

ど
ん
な
理
由
で
も

消
費
税
増
税
に
は
反
対

　

お
年
寄
り
を
差
別
す
る
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
は
、
廃
止
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
、
社
会
保
障
財
源
を
理
由

に
し
た
消
費
税
増
税
論
が
、
政

府
・
与
党
な
ど
で
活
発
化
し
て

い
ま
す
。

　

消
費
税
は
、
所
得
の
少
な
い

人
ほ
ど
負
担
が
重
く
な
る
庶
民

い
じ
め
の
税
金
で
す
。
大
企
業

の
負
担
を
減
ら
し
、
消
費
税
を

増
税
す
る
の
で
は
、
貧
困
と
格

差
を
ま
す
ま
す
広
げ
、
国
民
生

活
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
道
路
特
定

財
源
や
軍
事
費
の
ム
ダ
を
見
直

し
、
大
企
業
に
応
分
の
負
担
を

求
め
る
よ
う
提
案
し
て
い
ま
す
。

日　本
共産党
日　本
共産党

「
一�

180
円
、ガ
ソ
リ
ン
高
く
て
大
変
」「
毎
日
の
買
い
物
に
四
苦
八
苦
」

ご
い
っ
し
ょ
に
、暮
ら
し
・
福
祉
を
守
り
ま
し
ょ
う

ご
い
っ
し
ょ
に
、暮
ら
し
・
福
祉
を
守
り
ま
し
ょ
う

この政治変えるために
 力を合わせよう
この政治変えるために
 力を合わせよう

もうが
まん

できな
い！もうが
まん

できな
い！もうが
まん

できな
い！

リ
ッ
ト
ル

一
枚
目
か
ら
80
円
、
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

今
、ご
み
袋
有
料
化
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

今
、ご
み
袋
有
料
化
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

今
、ご
み
袋
有
料
化
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
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身
近
な
要
求
実
現

身
近
な
要
求
実
現

初
石
公
民
館
で
も
期
日

前
投
票
が
可
能
に

通
学
路
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

を
設
置

江
戸
川
台
駅
西
口
の

水
た
ま
り
解
消高

野　

と
も

い
ぬ
い
紳
一
郎

小
田
桐
た
か
し

徳
増
き
よ
子

通
学
路
の
Ｕ
字
溝
の
フ
タ

を
修
理

三
輪
野
山

前
ヶ
崎

ムダと浪費のTX沿線開発ムダと浪費のTX沿線開発ムダと浪費のTX沿線開発
市有地活用　市民の利益より事業者の利益

　市役所内でも「いま公共施設が必要なの？」

と疑問が出ている流山セントラルパーク駅前

の市有地（1�）。市長は、全て民間任せで、

早期事業化に固執しています。これでは一事

業者が、市有地活用で得た利益を独り占めで

きる計画となってしまいかねません。

　財政難と言いながら、市有地確保のため、

すでに24億円もの税金が投入されている以上、

市民の声や願いに沿った土地活用こそ必要で

はないでしょうか。

　日本共産党は、「市民の声や願いをまず聞

くべき」と主張しています。

ヘ　ク
タール

　市内に残る緑地が次々伐採されて、住

宅開発がすすめられ、今度は墓地開発も

浮上。墓地までも投機・もうけの対象と

は市場主義・日本経済の矛盾のあらわれ

です。

　しかし、墓地は現在、市内に５千基も

あまっています。市議会では日本共産党

を含めた超党派で、これ以上の墓地開発

を規制するため、条例改正案を提案。境

内の敷地内や境内隣接地以外での墓地開

発は、当分の間、許可しないことになり

ました。

墓地開発の規制強化
超党派で条例改正

　

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

方
に
、
病
院
に
か
か
る
際
に

支
給
さ
れ
て
き
た
通
院
交
通

費
。
最
低
限
度
の
生
活
費
で

暮
ら
す
方
に
と
っ
て
、『
命
綱
』

と
も
言
う
べ
き
制
度
で
す
。

と
こ
ろ
が
昨
年
、
国
は
削
減

通
知
を
出
し
た
の
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
生
活
と

健
康
を
守
る
会
と
国
交
渉
を

行
い
、
削
減
撤
回
を
要
求
。

市
議
会
で
も
取
り
上
げ
、
必

要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
政
府
や
自
治
体
の
立
場

を
明
確
に
さ
せ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
世
論
と
運
動
が
さ
ら

に
広
が
り
、
国
は
事
実
上
、

削
減
通
知
を
撤
回
し
ま
し
た
。

　

深
刻
な
利
用
者
負
担
と
利

用
抑
制
、
さ
ら
に
、
人
材
不

足
に
よ
る
事
業
所
閉
鎖
が
続

く
介
護
保
険
。
今
、
公
的
介

護
保
障
制
度
と
し
て
の
存
在

意
義
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

流
山
市
で
も
、
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
や
介
護
ベ
ッ
ト
な
ど
軽

度
の
方
の
生
活
支
援
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
特
養
ホ
ー
ム
の

待
機
者
は
４
６
０
人
超
、
家

族
介
護
の
困
難
が
ひ
ろ
が
っ

て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
が
来
年
４
月
か

ら
見
直
さ
れ
ま
す
が
、
介
護

現
場
の
実
態
を
よ
く
つ
か
み
、

見
直
し
に
い
か
す
こ
と
が
大

事
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
財
源
問

題
な
ど
、
国
の
責
任
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
「
住

民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
」

自
治
体
の
役
割
を
発
揮
し
、

安
心
で
き
る
介
護
保
障
を
と

求
め
て
い
ま
す
。

　

「
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

を
小
学
校
卒
業
ま
で
広
げ
て

ほ
し
い
」
―
日
本
共
産
党
は

保
護
者
の
声
を
何
度
も
議
会

に
届
け
て
き
ま
し
た
。

　

６
月
議
会
で
は
、
「
拡
充

す
れ
ば
１
億
３
千
万
円
が
必

要
。
財
政
上
、
現
時
点
で
は

困
難
」
と
す
る
市
に
、
「
月

収
25
万
円
の
家
庭
で
は
千
円

の
や
り
く
り
で
で
き
る
内
容

だ
」
と
追
求
。
当
局
は
、
「
今

後
年
齢
拡
大
は
必
要
」
と
の

認
識
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
制
度
と
し
て

創
設
す
る
よ
う
、
働
き
か
け

る
こ
と
も
求
め
ま
し
た
。

　

食
料
自
給
率
が
39
％
ま
で

落
ち
込
ん
だ
日
本
。
様
々
な

食
料
品
の
値
上
が
り
が
、
学

校
給
食
に
も
大
き
な
影
を
落

と
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
は
相
次
い
で
給
食

費
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
当
局
は
「
給
食
費
は

値
上
げ
ぜ
す
、
地
元
産
・
国
内

産
食
材
の
使
用
な
ど
で
乗
り

切
り
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
で
給
食
費
未

納
世
帯
に
対
し
て
、
同
意
書

を
取
っ
た
り
裁
判
所
に
申
し

立
て
る
な
ど
の
事
例
が
出
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
」
と
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
安
心
・
安
全
・

豊
か
な
給
食
を
求
め
ま
す
。

　

流
山
市
は
、
Ｔ
X
沿
線
開
発
に
拍
車
を
か
け
る
一
方
で
、
駐
輪
場
料
金
の
値
上
げ
や
公

民
館
有
料
化
、
ご
み
有
料
化
と
、
次
々
に
市
民
負
担
を
増
や
す
計
画
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
切
実
な
願
い
を
受
け
止
め
、
福
祉
や
暮
ら
し
、

医
療
、
教
育
な
ど
を
改
善
し
、
市
民
が
大
切
に
さ
れ
る
政
治
を
求
め
て
い
ま
す
。

「
値
上
げ
し
ま
せ
ん
」
と
約
束

早
期
に
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
大
を

必
要
な
通
院
費
は
支
給
す
る

制
度
見
直
し
で
、安
心
で
き
る
介
護
保
障
を

【
介
護
保
険
】

【
学
校
給
食
】

【
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
】

【
生
活
保
護
】

みなさんの願い受け止め

全力投球全力投球 日本共産党

平和で明るく住みよい流山市をつくるために 第158号 （2）2008年７月発行

徳増きよ子
市議会議員
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高野  とも
市議会議員




